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アルテミス２号は歴史的な月面フライバイを経て無

事地球に帰還した。４人の宇宙飛行士は月面着陸こ

そしなかったが、地球から最も遠く離れた宇宙を飛

行し、今回のミッションはNASA のアルテミス計画

における重要な節目となった。これからの月探査は

人類常駐の可能性を含む新たな時代に入る。 

アルテミス計画はNASAが主導で宇宙飛行士を月

に送るために設計され、1960年代から19670年

代のアポロ計画以降では初めてとなる国際的な

有人宇宙飛行計画だ。将来のアルテミス・ミッ

ションでは月の南極を探査し、そこに持続可能

な有人拠点を築いて火星探査に向けた技術基地

とすることを目指す。アルテミスの最初の月面

着陸は 2028年初めに計画されている。 

水素燃料電池は宇宙探査と長い関わりがある。

NASA が初めて燃料電池の開発に資金を投じたのは、

月を目指すアポロ号の軽量化のためだった。宇宙飛

行士の乗るカプセルの電力はアポロ号のサービスモ

ジュール船に搭載された３つの燃料電池が提供した。

宇宙船の技術が進化しても、燃料電池は依然として

宇宙計画の将来には欠かせない。 

効率、耐久性、回復力 

月の南極に人類を定住させ探査を行うとい

う計画では、宇宙飛行士は長い間太陽光が

限られた極端な寒さに耐えなければならな

い。厳しい環境条件を抱える月探査ミッシ

ョンには、リチウムイオン電池のような蓄

電技術では、重量の面でも月の長い夜を乗

り切るために必要となる十分なエネルギー

を供給する面でも不十分だ。そこでエネル

ギー源として燃料電池システムが再び注目

されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日食の間、後ろから太陽に照らされる月  写真提供:NASA 
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中でも非常に有望なのが再生型燃料電池(RFC)。これ

は充電電池のように機能する電気化学的蓄電装置で、

少ない体積でより多くの電力を長期間備えられる将

来性のある技術だ。RFC は燃料電池、電解槽、液体

処理システム、反応物貯蔵システムから成り、燃料

電池と電解槽のどちらにもプラチナベースの固体高

分子膜 (PEM) 技術が使われている。 

月が昼の間は、太陽エネルギーを利用して電気

分解で水を水素と酸素に分解し、月が２週間続

く夜に入ると、この気体を燃料電池内で再結合 

させて電力と水を生成するという、クローズドルー

プ(閉鎖循環型)の低炭素排出電力システムだ。 

この仕組みに欠かせないのがプラチナをベースとした

触媒で、過酷な運用条件下でも優れた触媒効率を発揮

し、耐久性も回復力もともに高く PEM 技術に採用さ

れている。メンテナンスなしでも完璧に機能しなけれ

ばならない宇宙空間において、このような特性は必要

不可欠なものなのだ。 
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